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１．はじめに 

磁気光学(MO)効果を用いたイメージングは，

空間分解能が検出器の物理的な大きさに依存

せず，検出に用いる MO 材料の磁区サイズに

依存するため高空間分解能化が可能で，有用な

非破壊試験方法の一つである．原理上，MO イ

メージングには漏洩磁界を発生させるための

励磁器が必要であり，これまで我々の研究室で

は直流コイルを利用していた 1)．従って，アル

ミニウムのような常磁性材料には対応できて

いない．そこで本研究では渦電流コイルに着目

し，コイルの形状や配置による特性の違いを明

らかにするために，有限要素法による

Computer Aided Engineering(CAE)解析を行った． 

 

２．実験方法 

有 限 要 素 シ ミ ュ レ ー タ に COMSOL 

Multiphysics 5.3 を使用して，渦電流コイルによ

る誘導電流密度と，そこから発生する漏洩磁界

強度を三次元的に解析した．シミュレーション

した被検体はアルミニウムで，その周囲は空気

に設定した．シミュレーションには 2 つの渦電

流コイルをある程度の距離をあけて並列に設

置した．それは，両コイルを差動的に設置する

ことで，欠陥が存在する場合にのみ漏洩磁界を

発生させるためである．このシミュレーション

モデルの両コイル間の距離，コイルの大きさを

パラメータとして，漏洩磁界強度のコイル形状

による依存性を解析した． 

３．実験結果および考察 

コイル間距離をパラメータとしたときの漏

洩磁界強度の関係を Fig.1 に示す．三角形のプ

ロットは CAE 解析により評価した漏洩磁界強

度である．この結果より，コイル間距離(L)と

漏洩磁界強度(Hz)の間には，次の式(1)の関係が

あることが示唆された。 

Hz＝X／L ・・・(1) 

X は，解析結果から計算すると 7.5 となり，

丸形のプロットで示す近似的な値となり，概ね

解析結果と一致している．また，X は被検体か

らの距離の関数となっていることが予想され，

Fig.1 の結果は，被検体からの距離が 1 m の場

合の結果である．被検体からの距離やコイルの

大きさが変化した場合の結果など，詳しい結果

については発表で報告する． 

 

Figure 1. Relationship between coils distance and 

stray magnetic field intensity (z-direction). 
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